
プログラムの概要及び目的

～学生の自主的活動の評価と教育効果の向上～

文部科学省 平成１９年度「新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム」 (学生支援ＧＰ)

島 根 大 学

● 正課以外のサークル活動、ボランティア活動、各種ガイダンス・セミナー等（以下「課外
活動等」という。）の諸活動を行なうことが自立やコミュニケーション能力等の養成に役
立ち、人間力の形成を涵養する。

● 正課以外の諸活動への参加者に対してインセンティブ・ポイントの付与、ポイント交換
の仕組みを構築し、 大学が積極的に課外活動等を評価するとともに参加を誘導すること
により、学習意欲の向上を図ることを目的とする。

● 学生の諸活動の履歴は,履修状況,就職活動、面談記録等とともに一元的に参照できる既設
の「学生電子カルテシステム」に登録する。それを参照し，指導教員等がきめ細かい指導
を行うとともに正課と正課外教育の相乗効果を検証することによって教育改善に資する。



島 根 大 学

島根大学における学生支援の主な取組

経済的支援

○ 授業料奨学融資制度(H17年度導入)

○ 法務研究科特別融資制度(H17年度導入)

○ 成績優秀者に対する授業料免除制度(H18年度導入)

修学・課外活動支援

○ 学生表彰制度(H15年度導入)

○ 指導教員制度(H15年度導入)

○ 学内資格認定制度(H18年度導入)

・ 島根大学情報セキュリティ管理士

・ 島根大学環境マネジメントシステムリーダー

・ 島根大学地域医療推進リーダー



新 た な 取 組 み の 概 要

正課外活動を評価
する仕組みの構築

正課外活動を評価
する仕組みの構築 学生支援体制の充実・強化学生支援体制の充実・強化

人間力の涵養
･ 自立心の養成
・ 無関心・無気力学生をなくす
・ コミュニケーション能力を育てる

人間力の涵養
･ 自立心の養成
・ 無関心・無気力学生をなくす
・ コミュニケーション能力を育てる

島 根 大 学

正課外活動(サークル活動・ボランティア活動等の推進正課外活動(サークル活動・ボランティア活動等の推進

正課と正課外教育の相乗効果の検証(学内評価と社会的評価)正課と正課外教育の相乗効果の検証(学内評価と社会的評価)



学生支援のための総合システム

学 生

学生サポート・チーム

・先輩による学生生活支援

教員・事務職員の能
力・資質向上

学生相談体制の充実

正課外活動の支援

・正課外活動をポイント化
し,誘導

・ガイダンス・セミナー等の
Web配信

・外部及び内部研修

・カウンセラーの配置

自己学習向上システム

・教員・事務職員のカウ
ンセリング技法の検証

・自己学習プログラムの開発

・生活・健康相談シス
テムの開発

電子カルテ

電子カルテを活用した組織的・総合的支援
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ポイントカードによる学生の正課外活動
への意欲向上と評価の仕組み

活 動

ビビットカード

※「ビビット」と
は,島根大学のマス
コ ッ ト キ ャ ラ ク
ターである。

地域貢献活動

サークル活動

ボランティア活動

学内委員活動

その他学内・学外の
自主的活動

正課外活動

・授業料免除
・学生表彰

・学用品・書籍等
に交換

インセンティブ

正
課
外
活
動
の
促
進

学
習
意
欲
の
向
上

評 価

ポイントの付与ポイントの付与

正課外活動
へ誘導

正課外活動
へ誘導

人
間
力
の
涵
養
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学生電子カルテメニュー

学籍情報参照 履修状況参照個人成績参照 就職活動入力

学習指導に関するもの 進路指導に関するもの 個別指導に
関するもの

コ メ ン ト

正課外活動の履歴正課外活動の履歴

メニューに追加

電子カルテ

教育成果の検証

正課と連動した指導力の強化

学内評価

社会的評価

学生電子カルテを活用した組織的・総合的支援

島 根 大 学


